
129　2015年10月号

今回行うこと

● パケットを便利に扱うには
　本連載はネットワーク上を流れるパケットを直接扱
うようなソフトウェア・ツールを自作しつつ，ネット
ワークのしくみを勉強していきます．現物ベースで自
作して動かすことがテーマです．ネットワークには
EthernetとIPを想定しています．
　前回まではネットワーク・パケットを直接に送受信
するためのライブラリの作成とその使い方を説明し，
送受信の例として「負荷測定ツール」「負荷印加ツー
ル」「簡易ブリッジ」といったいくつかのツールを作成
しました．
　前回まではパケットの操作をバッファ上で行ってい
ました．これは単純な処理ならばよいのですが，解析
やパケット生成を行おうとすると，不便なときがあり
ます．
　今回はパケット操作用の「パケット・バッファ」と

いうライブラリを作成し，それを利用して「簡易アナ
ライザ」「UDP送信ツール」を作成してみます．
　本連載のプログラムのソース・コードは以下の筆者
のホームページからダウンロードできます．ライセン
スはKL-01というもので，組み込み機器などでも自由
に利用できます．
http://kozos.jp/books/interface/
ethernet2/

◆今回作るもの◆
（1）�パケット・バッファ・ライブラリ� �

パケットをパケット単位で扱う追加ライブラリ
（2）�簡易アナライザ� �

ネットワーク・パケットのアナライザ� �
（パケット・バッファ・ライブラリの利用例）

（3）�UDP送信ツール� �
任意のUDPパケットを送信する� �
（パケット・バッファ・ライブラリの利用例）

作成する
パケット・バッファ・ライブラリ
● なぜ作るか…パケット通信を抽象化して扱える
　ネットワーク・パケットを操作する際にはバッファ
上で直接行うのではなく，パケットを抽象化した何ら
かのライブラリを利用したほうが便利です．
　これは複数パケットをまとめて処理したい場合など
に，顕著に現れます．次回に説明しますが，MACア
ドレスの解決のために行うARPを実装しようとする
と，ARP解決が完了するまでに複数のパケットを送
信待ちとして滞留させる処理を行いたくなります．
　単純なバッファ利用だと，こうした処理をきれいに
実装することは困難です．実際にツールを書いてみる
と，パケットをパケットとして抽象的に扱うための，
何らかの枠組が欲しくなります．
　今回はパケットを操作するための簡単なライブラリ
「パケット・バッファ」を作成します．
　図1はパケット・バッファの階層図です．パケッ

図1　パケット・バッファのソフトウェア階層
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パケットづくりではじめる

ネットワーク入門
抽象化しておけば超便利!  
バッファ付きパケット通信ライブラリを作る第3回

第1回　パケット送受信のライブラリを作成する（2015年8月号）
第2回　中継も速度測定も試せる!�指定サイズ・パケット送信ライブラリを作る（2015年9月号）

http://www.kumikomi.net/interface/contents/201510.php
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